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各
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
夏
ま
つ
り
．
盆
踊
り
大
会
。
み
な
さ
ん
い

ろ
い
ろ
と
趣
向
を
凝
ら
し
、
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
、
ま
た
、
や
ぐ
ら
づ
く
り

か
ら
夜
店
の
メ
ニ
ュ
ー
の
下
準
備
な
ど
各
支
部
と
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
大
勢
の
仲
間
と
一
緒
に
踊
っ
て
、
道
東
の
短
い
夏
を
楽
し
く
堪

能
さ
れ
た
様
子
を
、
各
支
部
の
青
年
部
よ
り
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
紹
介

い
た
し
ま
す
。

大勢の人達でにぎわった盆おどり。
青年部俣落支部藤田誠

８)1161｣に俣落連合会主催の盆おどり入会が、ｌ終落小１１J'､i2校|ｲﾐ行館で行なわれまし

た。

１１１'１，支部並で会場のちょうちん付け、おでん作')と準備に追われましたが、盆お
どりが始まると、－f供から大人・仮装した人まで大勢の人達でにぎわいました。

また、ゲームではビールの－気飲みやビンゴゲームを1｢ない、人変盛り上がった微
おどり入会でした。
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盛りだく書んのゲームを
楽しみました。灘WlI「二恥

邸
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青年部開陽支部後藤田宏幸
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悪ｖＬｊ二轍緯 lＪ１ 
難今年６．世１列となりました'１M陽変まつり「ふ

るさとでいつぷく」が、８月12ｐ、開陽館袈

駐了|f場で行なわれました。

まつりの催し物として、カラオケ・llH陽ウ

ルトラクイズ・ストローを使って大人のビー

ルｌｉ１飲み・子供達のジュース.早飲みﾉ<会や、

この１１の夜は少し涼しかったのですが、鞍い

典をll欠き飛ばそうと、かき氷の早吹い、そし

て雌後にはお楽しみ抽選会と盛りだくさんの

難「
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ゲームを楽しみました。
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華麗.'武佐の盆踊り `蝋

青年部武佐支部中司拓也

８)]1711に伍例となりました「復活１武佐

人盆踊り大会」が行なわれました。我々ｉｌ;年

部もｌＭ７Ｌ、ビール・焼きソバ・'1}焼きなど

や締榊艮い蛾,hiAが､'ｉたるクジ、ゲームを|)ＨＩｉＭ

しました｡今年はiiiiljまでまつきりしないﾉ<気

で心配しましたが､当１１は日中から良くﾙｻﾞｵし、

夜になっても暖かく例年以｣良の窓の入りでし

た。ビール・トロピカルジュースは特によく

,Eれ、追加で買いに行くというイネ態になって

しまいました。師リの輪も太鼓のリズムに合

わせて賑やかに続けられました。そして武佐

の盆fIil)といえば(ﾋﾟ火です。祭りのクライマ

ックスを彩る大輪の花火が星空をバックに、

多激打ち上げられました。

今年は｢又｣らしい盆11il)でした。

＝ 

曰

ＨＰ可

ろ

豊富なメニューで、
撚酌も盛り上がりました。－

､、１

iiiiiM慰蟻
Ｍ_=iiiMjf鐡駐

青年部俵橋支部森島靖雄

了宣籔蝋

■ 

８)11811に縢嬬地区の盆踊り大会が|；MlMiされま

した。

当１１は、曇り空のせいか人{}Ｊ１が例１１二に比べ少な

かったように思いました。

今ｲ'二の夜店のメニューは去年とほぼ変わりませ

んが、新しく焼ｆ(いいもだんごを加えWHP;rなメニ

ューとなり、ビール・'１１焼きなど、ほとんどが充

だしました。来年も今ｲIﾐの反省をいかし、さらに

艦')上がるように頑張りたいと忠います。

地後に支部此の皆さん、下伝いなどに協力して

「さった各支部の椿さんありがとうございました．
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Ｊ
Ａ
中
標
津

旧
頭
の
全
道
出
品
権
利
を
獲
得
◎

1年根室ホルスタイン共進会平成１

平
成
十
一
年
根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
天
候
に
恵
ま
れ
た
八
月
六
日
、
ホ
ク
レ

ン
根
室
地
区
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
管
内
全
域
よ
り
百
八
十
七
頭
の
出
品

が
あ
り
、
乳
用
牛
の
機
能
・
優
美
性
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

審
在
典
に
は
、
米
国
・
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
大
学
教
授
の
デ
ィ
ビ
ッ
ト
・
Ｐ
・
デ
ィ

ク
ソ
ン
氏
が
務
め
、
細
部
に
わ
た
り
的
確

か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

審
溢
の
結
果
、
中
標
津
町
農
協
は
Ｉ
三

頭
の
全
巡
出
品
権
を
磯
得
し
、
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
福
村
稔
氏
川
肋
の
ハ
ピ

イ
イ
ー
ス
ト
ミ
ル
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ロ

ー
ザ
号
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
標

停~、

》一 轤
鐵

の成津
活統ⅢＴ
畷を腱
が残協
期しの
待ま人
ざし徴
れた率
ま。（よ
す全四
゜道入
共計
進と
全好
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平成11年度根室管内ホルスタイン共進会出場牛入賞成績

出品者

佐藤洋之

生
一
ｍ

年月｢1

0-9-18 

仏Ｌ
ＪＪ 部成縦｜出品瀞号 名

２二等三席’２１９ガラントチーフジユラー

'ｎ日
【

福材穂 Ｊ・チャンピオンＨ１()－６２ ハピイイーストミノレホワイテイローザ一等一席 33Ｇ 弓

佐藤洋之'１１０６－２５ ガラントヤングリードランセ二等二鵬 328 ロ
0-

桜井幸一タレントフィールドホーネット Ｈ１０．６．１［ 二等l[席 335 ｐ 
Ｌｮ 

久燥剛Ｈ１０．８１１ 二等六席 306 エクセルシアエミー３ 

佐々木昭雄アースイーストジュリーププリンセス Ｈ１0．４．２５ ･･一等二席 dlO9 ４ 

竹村聡Ｈ１０．４．７ カーネーションスターチャール二等一)Rｊ 417 ４ 

驍ル一路Ｈ１0．４．２３ ビーフ･メモリーストーム二等三席 41Ｃ ４ 

ｌＭｉＩＩＩ千秋Ｈ９．１２．３０ サイドパレーレクサスメロディアン一等二冊 516 ５ 

禰嶋償|＃Ｈ１０２．１１ ハッピーランドアンソニーミッキースギ二等三冊 502 ５ 

1IHI;沢虹ティーエムホープリードフ １１９１０－２s 二蝉一席 605 6 

久保卿１１９．９．２： エクセルシアシャネル二等二冊 、】６ 

久保剛 ペストアダー1１９．７．１３ 一等一席 709 ７ 

脇付稔Ｈ９．３．１ 一等三席 735 ７ 

編嶋ス｣｛弧Ｈ９．３．７ 二等＝服 734 ７ 

８－等二府１８０５アースイーストアスターネツドゴールド１１９．１．４佐々木昭雄

111村鰍些1１８７２７ 一等ＷＩＦ 90Ｒ ﾘパーピレッジロックリンマジュニパー９ 

iIi1E原Ｉ】：サニーデールドラマチックアスリート [－１８７］ド一等三１冊 90Ｆ Ｃ 
■｣ 

川村噸之シャーリイラスティトリプル lｌ６ｌＬｌｌ 二等－１冊 １１１１ '１ 

佐々木両洋Ｈ７．８－１Ｃ 二等二席 アースイーストイークフレフーローカー1101 Ⅱ 

ili【正Ｉｌｉｉ正ＢＵ、ＢＴ１３－群一席１１３０１１サニーテールスターブレリー Ｈ５．８．１５ 

'４ 

部 成紙 }[I品悉･号 名号 /i二年)］｢１ 出品者

２ :二等三席 219 ガラン チーーフジュラー Ｈ１０．９．１８ 佐藤洋之

席席席席一丘江六等等等等 ３２３０ ３３３３ 
ハピイ

ガラン

タレン

エクセ

－ストミルホワイティローザ

ヤングリードランセ

フィーールドホーネット

シアエミー

Ｈ１０．６．２ 

１１１０．６．２９ 

Ｈ１０．６．１０ 

Ｈ１0．８．１１ 

福材稔

佐藤洋之

桜ｿ'二幸一

久脚：｜剛1１

Ｊ・チャンピオン

席席席一一一一一一等等等
409 

417 

410 

アースイーストジュリーププリンセス

カーーネーーションスターチャール

ビーフ゜メモl)－ストーム

1110.4.25 

Ｈ１0．４．７ 

１１１０．４．２３ 

佐々ｲ<１１H雄

竹材聡

犠ルー･路

ＦＤ｝０ 席席一一一一一華寸墾寸一一一
516 

503 

サイドバレーーレクサスメロディアン

ハッピーランドアンソニーミッキースギ

Ｈ9.12.30 

1110.2.11 

横Ｉｌ１Ｔ秋

福嶋信|＃

６６ 席席』》一等等二一乙一
605 

6]I 

ティーーエムホープリードフ

エクセルシアシャネル

119.10.29 

Ｈ９．９．２３ 

iijii沢典

久保剛

７７７ 
一等一席

一等三席

二等二席

709 

735 

734 

エクセルシアダーミネイト

ハピイイーーストマラソンベッシーーユーーキ

ラッスドリームエースリンディ

１１９．７.]３ 

１１９．３．１ 

Ｈ９．３．７ 

久保剛

橘ｉｉｌ稔

補鴫Ａ｣L顕

ペストアダー

８ 一等=席 805 アースイーストアスターネッドゴールド １１９．Ｌ４ 々ｲと昭

９９ 
一等二席

一一等アミ席

9()３ 

９０６ 

リパービレッジロックlﾉンマジュニパーー

サニーデーールドラマチックアスlﾉート

1１８．７．２７ 

１１８．７．１８ 

村jMLと

原Ｉ】：

１１ １１ 
二等･-一席

・二等三席

1122 

1101 

シャーリイラスティト])プル

アースイーストイークルブローカー

'１６．１１．１１ 

１１７．８．１０ 

!'|村！#之

佐々ｲこ尚洋

1３ ．‐等…席 1301 サニーテ邑－ルスターーブレリ_ 1１５．８．１５ ili【jlH1lii正 ＢＵ、ＢＰ



中標津乳牛改良同志会ちょっとみみより情報ｉｑ 

父高型’二をてがイ梼公

iiili灘篭蝋瀞
ﾙ徹したい特議し''脈種

ri議鰯
蕊瀦麟１
ので位は二部と雄アか紙
アボの体位価し,|ニデらが

〔

新
し
い
乳
用
種
雄
牛
評
価
成
績
公
表

表：乳用種雄牛評価成績(平成11年度８月）
順略号略名 父ＮＴＰ蛋白量乳器肢蹄

１
０
６
ｒ
Ｊ
Ｌ
炉
４
四
ｌ
ｎ
Ｈ
サ
ト
』

Ｈ３２６２ 

Ｈ３３３３ 

Ｐ１３８２ 

Ｈ３１７９ 

Ｈ３３０３ 

ｱﾃﾞｲﾀｽ 

ｱｼﾘｰ 

ﾏｰｷﾕﾘｰ 
ｺｽﾓ 

ｱｲｺﾝ 

ﾏｽｺﾂﾄ 

ﾍﾟﾙｴﾙﾄﾝ 
ﾘﾕｰｸ 

ﾘｰﾄﾞﾏﾝ 
ｿｰ 

907 

870 

847 

840 

838 

5５ 

４５ 

５４ 

５１ 

５４ 

0`８２０３３ 

１．４２０．７Ｃ 

０．８１００３ 

０．６８－０．３Ｃ 

0．８４－００３ 

Ｎ
ｉ
 

６Ｆ 

７ＮＰ 

８ｈ 

ＮＴ 

ｌＯＰ 

5788 

591Ｃ 

３２２９ 

９１５３ 

５８，zｌ 

７
 

γ
 

の
一

一
タ
ヤ

ロ
一
一
・

タ
ヨ
・
ソ

７
ル
ス
．
レ

エ
ソ
ミ
、
亀
ソ
ト

ｴｱﾛｽﾀｰ 

ﾍﾟﾙｴﾙﾄﾝ 

ﾏｽｺﾂﾄ 
ｼﾞｴﾂﾄﾞ 
ﾎﾘﾃﾞｰ 

8３５ 

８３３ 

８３０ 

８３０ 

８２７ 

5１ 

４５ 

６６ 

４８ 

５６ 

１．２９０．８９ 

１０４０．５１ 

０．５５－０６７ 

１．１３０．３５ 

０－５４－００？ 

HＢ８１１４ 

Ｈ３２５９ 

Ｈ３０８８ 

Ｐ５７６１ 

Ｐ５７４３ 

ﾙｰﾃﾙ 

ｱﾝﾄｰﾝ 

ﾐﾂｸｽ 

ｱｲｵﾝ 
ｱｰﾃｲﾚﾘｲ 

ﾘｰﾄﾞﾏﾝ 

ﾏｽｺﾂﾄ 

ﾌﾞﾗﾂｸｽﾀｰ 
ｴｱﾛｽﾀｰ 

ﾘｰﾄﾞﾏﾝ 

lI 

l2 

13 

8２０ 

８１６ 

７９８ 

７９８ 

７８６ 

２
８
５
３
０
 

６
４
４
４
５
 

０．４３０．０７ 

０．９１０．０６ 

０．８９－０．１０ 

１．０７０.４０ 

０．４２０３１ 

極様しトジレ多期牛メ
雄１１８１いこ八エイ<侍をリ

識騨ii
i'し標場統送ｊ９１１牛まお｜こ
まにし（191）侍クのたり位
すよてに出迦と父平、で
。つきはしりロ親成今数
乳てまどて三｜で七後多
成使すんい位テあ年の〈

11:鰊'2紐懸、クもが雄

1５ 

ﾁﾔｰﾘｰ 

ﾌﾞﾛﾂｸ 

ﾘｰｼﾞｴﾝﾄ 

ﾍﾞﾝｼﾞｰ 
ﾒｲｸ 

1６１１３２２４ 

１７ＨＢ８１５２ 

１８Ｎ｝’３３７０ 

１９Ｈ３２８８ 

２０ＮＰ１３４１ 

ﾘｰﾄﾞﾏﾝ 

ﾏｽｺﾂﾄ 
ｼﾞｴﾂﾄﾞ 
ｵｽｶｰ 
ﾘｰﾄﾞﾏﾝ 

7８５ 

７８３ 

７７３ 

７６８ 

７６２ 

２
７
－
５
５
 

５
４
４
５
４
 

-ｑＯ３ｑｌ２ 

０８７－０．２７ 

ｑ９４０３Ｅ 

ｑ５４ｑ９３ 

０．９００．５３ 

に〃
『
『
「

７
７
－
フ
ル

ス
タ
。
参
・

マ
リ
へ
へ
一
丁

2１Ｈ３２３２ 

２２ＨＢ８１３５ 

Ｐ５６５１ 

２４ＨＢ８１３４ 

２５ＮＨ３３３１ 

ﾏｽｺﾂﾄ 

ﾘｰﾄﾞﾏﾝ 

ﾎﾟﾝﾁｱｸ 
ﾏｽｺﾂﾄ 
ﾌﾟﾚﾘﾕｰﾄﾞ 

7６０ 

７５５ 

７５５ 

７５１ 

７４８ 

5４ 

４８ 

５２ 

５３ 

４４ 

O－４３－１．０９ 

０．８９０．６８ 

０．４１－０．］３ 

０．４２－０．６７ 

０－９９０３４ 

平
成
十
．
年
二
月
、
ア
メ
リ
カ
で
ま
れ

に
兄
る
体
型
形
度
改
良
度
の
商
さ
を
引
っ

さ
げ
て
ぬ
昌
甸
⑩
Ｃ
三
三
ン
国
缶
砂
に
蓑
場

し
た
レ
ー
ガ
ン
ク
レ
ス
ト
エ
ル
ト
ン

ダ
ー
ハ
ム
（
父
如
ベ
ル
エ
ル
ト
ン
）
に

よ
り
、
叶
親
の
〃
ス
ノ
ー
エ
ヌ
デ
ニ
シ

ス
テ
リ
ア
Ｅ
Ｘ
１
九
五
“
と
そ
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
が
一
気
に
沈
目
を
浴
び
ま
し
た

が
、
そ
の
以
前
の
九
八
年
十
一
川
に
発
行

さ
れ
た
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
誌
で
は
〃
己
】
の
Ｃ
の
一
一
一
窪
Ｃ
百
場
弓

（
デ
リ
ア
王
朝
）
“
と
題
し
、
デ
リ
ア
を
祖

と
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
紹
介
を
大
々
的
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。

し
く
は
率
の
向
止
、
ま
た
年
々
平
均
産
次

が
砦
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
乳
器
と
肢

蹄
の
改
良
に
は
十
分
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

注
目
の
カ
ウ
フ
ア
ミ
リ
ー

↓
デ
リ
ア

蕊
戸珂

ウ
ィ
ン
ス
コ
ン
シ
ン
川
南
西
都
の
川
合

川
、
デ
リ
ア
は
Ⅲ
時
〃
黄
金
の
交
配
”
と

言
わ
れ
た
チ
ー
フ
マ
１
ク
×
ベ
ル
の
組

み
什
わ
せ
に
よ
り
誕
蛎
し
ま
し
た
。
誰
が

兄
て
も
常
に
印
象
深
く
素
晴
ら
し
い
体
型

で
あ
っ
た
彼
女
は
血
統
の
良
さ
か
ら
サ

ィ
ア
ア
ナ
リ
ス
ト
の
注
月
を
段
々
と
集

め
、
｜
几
九
一
年
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
に
四
才
級
で
出
陳

さ
れ
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
ベ

ス
ト
ア
ダ
ー
徴
を
取
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ア
イ
オ
ワ
州
の
レ
ー
ガ
ン
ク
レ
ス
ト

牧
場
へ
彼
女
の
プ
ラ
ッ
ク
ス
タ
ー
の
娘
”
ス

ノ
ー
エ
ヌ
デ
リ
ア
ズ
ダ
ー
リ
ン
〃
と

共
に
移
り
、
定
期
的
に
受
精
卵
を
採
取
し
、

歎
多
く
の
人
工
授
桁
所
ｎ
本
に
も
）
に

引
き
取
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

テ
リ
ア
は
各
シ
ョ
ウ
で
注
Ⅱ
を
浴
び
る

前
に
バ
ー
ジ
ン
フ
ラ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、
そ
の

後
も
様
々
な
極
雄
牛
で
受
精
卵
が
生
産
さ

れ
、
販
充
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
メ
リ

カ
は
も
と
よ
り
カ
ナ
ダ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

多
数
の
一
族
を
送
り
川
す
こ
と
脛
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
シ
ョ
ウ
タ
イ
プ
で
Ⅱ
。
尚

能
力
を
ｎ
分
自
身
が
証
明
し
た
上
に
、
多

く
の
娘
達
や
ダ
ー
ハ
ム
な
ど
の
忠
子
達
が

そ
の
類
な
る
優
秀
な
過
伝
ｒ
の
伝
達
能
〃

を
も
証
明
し
た
の
で
す
。
こ
の
八
Ⅱ
、
Ⅲ

本
で
も
テ
リ
ア
に
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
の
組
合

せ
に
よ
る
忠
下
が
Ｎ
Ｔ
Ｐ
ニ
ト
血
位
、
さ

ら
に
は
テ
リ
ア
の
孫
ま
で
が
三
－
六
位
に

初
薙
場
し
て
注
Ⅱ
を
浴
び
て
い
ま
す
。

種
雄
牛
の
発
償
源
と
ま
で
一
ｍ
わ
れ
て
い

る
テ
リ
ア
に
、
今
後
も
Ⅱ
が
離
せ
ま
せ
ん
。

'５ 



乳中尿素態窒素(ＭＵＮ)を活用しよう

北根室地区農業改良普及センター

ざま収｜物ア性た一のしと新
たすしをはに￣乳タＭ、よたいた皆

臼蕊ＴＩＤ蝉
鰹Ｉ繊蝋ｉｉ
赤騨馴灘里蝋１１編製ｌｌｌｌｌ蒲ilil
製ii辮iiIR溌鵬方雪醗燧護JWlllm

Ｆ、

菱一・ 上段;栄養バランスの判定下段:飼料給与対策

礼タンパク半暇

[］内は分娩後
１５０曰以降

劇.中尿素嗣憲鶉(ＭＵＮｍＥ/100ｍ１１

中低
一

１２以下

房
－ 

１８m-1＝ １つ～Ｔに

分解桧タンパク不足
埴･でんぷんの過多

▼ 

飼料中のタンパク渥度
を上げる

穂･でんぷんのj且多 分解性タンパク過剰
麓･でんぷんの過多

▼ 

飼料中のタンパク濃度
NFC涜度を下げる

ス
の
判
定
と
飼
料
給
炉
対
簾

衣
－
－
は
Ｍ
Ｕ
Ｎ
と
乳
タ
ン
パ
ク
率
を

も
と
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
判
定
を
行
な
い
、

飼
料
給
与
対
策
を
示
し
た
も
の
で
す
。
現

時
点
で
は
、
ま
だ
、
獅
定
的
な
基
準
値
で

す
が
、
一
つ
の
目
安
と
考
え
て
下
さ
い
。

口
飼
料
給
与
法
や
飼
養
環
境
に
よ
っ
て
変

化
す
る
Ⅲ
Ｕ
Ｎ

Ｍ
Ｕ
Ｎ
デ
ー
タ
は
、
単
に
給
腓
飼
料
の

栄
養
バ
ラ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
そ
の
給
与

法
や
飼
養
環
境
に
よ
っ
て
も
変
化
し
ま
す
。

（
炎
’
二
）

こ
れ
は
、
第
一
Ｗ
内
で
の
微
唯
物
態
タ

ン
パ
ク
質
行
成
壮
が
、
給
与
〃
法
や
飼
養

環
境
で
も
変
化
す
る
か
ら
で
す
。

三
、
バ
ル
ク
乳
の
乳
中
尿
素
態
窒
素
（
Ｍ

高 ３２以上
[3.4～二

▼ 

飼料中のNFCj夏度を
下げる

タンパク飼料の給与量
を増やす

NFC飼料の量を減らす タンパク飼料･NFC鰯
料の量を減らす『ロ、

飼料中のNFC濃度を
下げ局

分解性タンパク不足 爾預なバランス 分解性タンパク過豆［

中 3.0～３．２ 

[3,2～3.4己

▼ 

飼料中のタンノ《ク濃度
を上げる

▼ ▽ 

飼料中のタンパク患【度
を下げる

タンパク飼料の給与量
を地やす

タンパク飼料の給与量
堯遊らす

分解住タンパク不足
糖･でんぷんの不足

▼ 

飼料中のタンパク渥度
NFC濃摩表上げる

糟・･でんぷんの不足 分解性タンパク過剰
糖･でんぷんの不足

▼ 

飼料中のタンパク濃度
を下げ､NFC濃度を上げ畳

Ｕ
Ｎ
）
デ
ー
タ
を
活
用
す
る

パ
ル
ク
乳
の
一
般
乳
成
分
デ
ー
タ
と
と

も
に
、
ｍ
Ｕ
Ｎ
デ
ー
タ
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
こ
と
は
、
短
期
的
な
栄
養
レ
ベ
ル
の

変
化
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
う
え
で
、
熾
爪
な

デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。

Ｍ
Ｕ
Ｎ
が
基
準
範
附
を
人
き
く
は
ず
れ

て
い
る
場
什
に
は
、
飼
料
朧
成
及
び
飼
養

符ｗｍ輌脈啄唯乢嵯岬蝿フト群金作

ラバせ経一の
ンクて過句傾
ス磁紀をだlf1］
水も緑川ｌけを
準雌し剛の表
を認て科歎し
几し「の価て
て、さ変でぃ
耐エい史はま

'１１ネlTiII1Fなす
キキ'''ﾘﾘ'〈。
「，蝿良
さと乳と１９１
いのタ合ＩＨＩ
。パンわの

蛭 ３０以下

「～3.21

▼ 

飼料中のNFCj浸度を
上げる

タンパク飼料･NFC館
料の量を燗やす

NFC飼料の量を地やプ タンパク飼料の丘を減らし
NFC飼料の量を増やす

(米巨ｌ北巫部ＤＨＩ箕料より作成】

※NFC:非繊維性炭水化物(主に第１岡内微生物に利用されるエネルギー源となる

（卜勝農協速\LFl1M:獺利ｊＭｆ鯵公表ｆ１〕

窪－２飼料給与技術､飼養環境の近いによるMUNの変化
ダンバケ召の利用効率向上によりMUN低下ｌタンパク質の利用効率低下によりＭＵＮ上昇

小口玲与

制限給与
分離給与
涼１日安定懲仁槐龍させる繊維量の不足

蟄凹紹与

自由採ｚＺＥ
ＴＭＲ 

竃ＴＥＩ弄正繕に擬能させる鍵雄量の充足

６ 

乳タンパク率G1 劇.牛 尿素嗣憲鶉(ＭＵＮｍ２ ＩＯＯｍ１） 

[］内は分娩綾
１５０曰以降

低

１つ心１－戸

中

１２～１ｓ 

篇

1以上

猛 ３２以上

[3.4～］ 

分解桧タンパク不足
埴･でんぷんの過多

飼料中のタンパク渥度
を上げる

タンパク飼料の給与量
を増やす

飼料中のNFC濃度を
下げる

糟･でんぷんの過多

▼ 

飼料中のNFC涜唯を

下げる

NFC飼料の量を減らす

分解性タンパク過剰
糟･でんぷんの過多

飼料中のタンパク渥度

lVFC濃度を下げる

タンパク飼料･NFC飼
科の缶を城らす

中 3.0～３．２ 

[3,2～3.4］ 

分解性タンパク不足

▼ 

飼料中のタンパク濃度
を上げる

タンパク飼料の給与丘
を増やす

調正なバランス

▽ 

分解性タンパク過剰

▽ 

飼料中のタンパク這度
を下げる

タンパク飼料の給与量
を減らす

低 3-0以下

［～3.2］ 

分解性タンパク不足
随･でんぷんの不足

▼ 

飼料中のタンパク寝應
NFC温度を上げる

タンパク飼料･NFC飼
科の量を燗やす

糟・･でんぷんの不足

▼ 

飼料中のNFC濃度を
上げる

NFC飼料の量を増や了

分解性タンパク過剰
糖･でんぷんの不足

▼ 

飼料中のタンパク濃度

を下げ､NFC濃度を上げモ

タンパク飼料の蛍を減らし
NFC飼料の透を増やす

(米圓北巫部DHI箕料より作成）

タンパク召の詞1用効率向上によりＭＵＮ低下 タンパク質の利帛効率(毎下lこよりＭＵＮ二弊

多回給与

自由採産
TＭＲ 

扇１日を正常に擬能させる綴雑量の充足

小回始与

制限給与
分離給与
１日安定懲i二槐能させる繊維量の不足

嚢－２飼料給与技術､飼養環境の違いIこよるMUNの変化



重iiiili11iiiiii鱗b鮒ｪ場再 識P式

飴學ｉｌｉＲ
ご」二一

蕊 ￣ 

Ｋ鰭＃
鮒諏勝Miiil1iiM1

1鍵1緋

て
ん
粉
工
場
再
編
整
備
調
印
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

'、

長
譲ii霧ＷＳ倉 斜

里
町
農
協
と
の
覚
書
調
印
を
終
え
て
。

I1ij識組るるき収え米を鈴ん向、１１
向諭織な思畑な巻今、当終し粉中農ユミ
きをのかい作決〈１１１Wｆ糸|ｌえよＩ：標協る
に続対、と組断'１１了に腱什まの場津の八
とて応幾将介を勢至とにし搬ｉＩｊ支Ｉ１Ｉ１）｝

戴鯛瀦鮭蘓辮iiI
離蕊鯛辮縢蝿'１
あ応興誠不のあ｝１１１がｌｌｉｌｌＭＩｌるに人北斜
るでなを安」：りえ、雛作党伴と兄LlL
-は,鮒1蛾芒瞬繩鋭『擶Ｍ
蛾伜箪鮓人壇姻，iWiiLW1l

し工てし表膿支に鈴
た場貯そたが協所雌し
。兄Ⅲ閲の。兄役良認よ
１１２施後守旦がし受
を役、るへ立、入
飛建lIiil’二会北れ
ね設斜、人人兄に
て竣皿洲くと.閥
竣１：で印生な’'１す
Ｔ：式んが躍り標る
式が粉無荷、澱党
に行工聯へ出北一,囎
川な場終三席農Ｌ
席わに「人し中を
しれおし￣た央互
ま、いま「上ｌｌＩｊ会い

‐則

－支組線応ご後議残へ６解
端援什題に簸協らをさ原下のを

藻ＩＩＪ熟
朏鯏ﾄﾞｨ織繍：

，雫駆
ＫＲ． ｌ

Ｉ
 

炎
『
》

蝋

膳
一
一
一

７ 



フォト･アルバム

Ｐ/ｉＢＤｊＡＪみ""’

－勺ノー

、再ﾐﾐさ=季舂～:､ﾐ鷺憲二

東
小
学
校
三
年
生
が
安
田
牧
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

一一。

ユ

ひ

、

￣ 

､ 

伺
い
Ｍ
ｎ

緯

Ｉ 

弓し．

『

多くの方が来場した
フリーマーケット。

八
月
二
１
｜
Ⅲ
１
機
瀧
奴
小
辮
校
三
年
化
約
八
卜
兀

人
が
、
校
外
学
稗
の
『
環
と
し
て
当
幌
地
区
の
安
川
牧
場

を
兄
学
に
諭
ず
れ
ま
し
た
。

こ
の
学
習
は
、
社
会
科
の
「
町
の
人
々
の
仕
蛎
と
線
ら

し
」
で
薙
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
に
つ
い
て
牧
場
見
学
学
習

を
皿
し
て
、
農
業
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
Ⅱ

的
に
鯨
年
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
を
見
学
し
た
後
、
牛
舎
前
に
集
ま
っ
た
生
徒
達
は

安
川
さ
ん
に
質
問
。
「
牛
の
頭
数
」
司
頭
の
牛
で
ど
の

く
ら
い
牛
乳
が
出
る
の
か
」
「
オ
ス
の
↑
が
い
な
い
の
に

ど
う
し
て
子
牛
が
生
ま
れ
る
の
か
」
「
が
Ⅱ
の
仕
蛎
の
巾

で
一
瀞
た
い
へ
ん
な
こ
と
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
変
問
が

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

８)1291J(日)午前１０時から午後3111Fまで、ミルクの

H1駐Z|'場でフリーマーケットが開(||;されました。

１店舗２《元ｘ３ｉＩ;pの凶lliiで24店舗と野菜生産組谷

が１１１店し、洋服や雑Biなどが販売され、多くの方が

来場して大変賑わいました。

また、天候も良く、ミルクの１Kでソフトクリーム

を買い求める方もたくさんいました。

ミルクの』とは９)11511で今シーズンの営業を終「

いたします。梼様にご利Ⅱ]いただき、ありがとうご

ざいました。米シーズンも今シーズン同様、牛乳・

乳製IY1のii1jlY拡大ＰＲの場として、イベントなどを

企llmいたします。

Ｆ式
＝ 

８ 



鑑lHm識ifと今月の出来事繍召介します６

,霊二軍､胃壹
■司

り

←鐘嚢－－，．－鈩

Ｉ
Ⅱ
』

門
P 

￣ 

た
く
ざ
ん
想
い
出
が
で

交通安全の呼びかけと
牛乳の消費拡大をＰＲ。
第２回交通安全＆ミルクキャンペーン
青年部消費拡大委員会委員長三輪哲郎

つ過をリ|］台Ｉ|］し雨三秤
たご食をを摩はたが９１１１．′l=Ⅱ
よしべ食腿間とが降Ⅱ九の水
う、たべ光湖て､I)は人パ大
で塊りたし・も久緊あがス学
す；Ｗお’）、硫賑し色い参旅鰍
゜’'１上、硫黄やぶを（こ力Ⅱ行ｌｊｉ
の産允黄１１１かり楽くしが学
良げ店１[１． ゜にしのま、部
きをでで砂反む製し八の
忠興はは湯達一，僻Ｉ）た１１学
いつソｌⅡ.とは空｡二／に
出たフに笑会で。+と
の｝）卜登l晩いき行１１１２
－とクリ峠、まく笈ｊ９１
つ楽リ、．（せ光施酪
とし｜ゆＩＭｊスん々さ隆
なくムで１場ので小れ笑

ン貝交とわ炎たミ擢三を安
フがｊｉｈ当衣オＬｊｍこ゜ル備卜［’全’１「
しＴＩｉ亥ロ’）たフ'7のクリ7分的の年
ツー余はま鯛故企キ業よに呼部
ト汽協犬すかが画ヤ協Ｉ）八ぴｉ１Ｉｉ
とい会候゜ら多はン同同月かＹ９
，ちのにフミ発昨ぺ組泣こけ拡
新台協恋施しゴ'二’合一’．と大
鮮に力まし、、ン前七三牛委
な炎をれ今尊’'１をでこ’」乳』1
コｊ山得、，１，１い標実交号、の会
ｌ安、警で生１１ｋ施通の′|迄ｉｌＹは
上全脊索二命符し安自前謎、
１の年署’''１が|ﾉﾘま全ムノルト拡交
牛パ部と’二｜尖でし＆jlil1昨大皿

酪
農
実
習
生
バ
ス
旅
行

何画

言ま
し
た乳
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
「
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
杵
川
・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」

を
呼
び
か
け
、
牛
乳
の
柵
跣
拡
大
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

1９ 

諸知らせと今月の出来事繍召介します６
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こ
ん
に
ち
は
。
〈
１
Ｍ
ご
紹
介
す
る
人
菰

蒋
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
、
お
外
遊
び
が
人

好
き
な
、
遮
藤
昭
冊
さ
ん
宅
の
秀
と
く
ん
。

保
育
所
か
ら
帰
っ
た
秀
之
く
ん
は
、
大
好

き
な
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
お
兄
ち
ゃ
ん
と

食
べ
て
い
ま
し
た
。
秀
と
く
ん
は
、
く
だ

も
の
や
お
菓
子
が
大
好
き
な
ん
だ
っ
て
。

好
き
な
も
の
を
食
べ
る
と
ニ
ッ
コ
リ
笑
顔

に
な
る
よ
ね
。
秀
之
く
ん
も
ニ
ッ
コ
リ
顔

に
な
っ
た
ね
。
そ
し
て
、
大
切
に
し
て
い

る
「
ポ
ケ
モ
ン
」
の
ビ
デ
オ
や
く
つ
下
を

兄
せ
て
く
れ
た
ん
だ
。
お
雌
さ
ん
の
美
榊ilHliiIUiIliiiiliJLiilDl7１１ 

露
二
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１ 

子
さ
ん
は
、
「
い
つ
も
、
附
く
な
る
ま
で

外
で
遊
ん
で
い
る
か
ら
、
マ
ン
ガ
が
始
ま

る
よ
－
っ
て
呼
ぶ
と
上
っ
て
帰
っ
て
く
る

の
よ
」
と
笑
っ
て
話
す
。
秀
之
く
ん
は
ポ

ヶ
モ
ン
の
歌
を
上
手
に
歌
っ
て
く
れ
た
よ
。

い
つ
も
、
お
外
で
何
し
て
遊
ぶ
の
？
と
Ⅲ
く

と
、
元
気
よ
く
「
、
転
駆
ノ
・
」
っ
て
答
え
て
く

れ
た
よ
。
秀
之
く
ん
の
何
幅
車
は
お
兄
ち

ゃ
ん
と
お
そ
ろ
い
の
行
い
カ
ゴ
が
つ
い
て

い
て
、
と
っ
て
も
カ
ッ
コ
イ
イ
ん
だ
。
お

家
の
周
り
を
ゆ
っ
く
り
走
っ
た
り
、
お
兇

ち
ゃ
ん
と
競
走
し
た
り
し
て
楽
し
く
遊
ん

● 

蔦－１ 
miilil塗

~■Ｐ 

立ちごきだってできちゃうよ

,fjijL落地|え遠藤昭男･美智子さんご犬奨次ｿ）秀之〈ん(4歳）

｡ 

で
る
み
た
い
。
「
さ
っ
き
は
、
牛
舎
の
所

ま
で
行
っ
て
、
お
父
さ
ん
が
ト
ラ
ク
タ
ー

に
乗
っ
て
る
の
を
兄
て
来
た
ん
だ
」
と
、

う
れ
し
そ
う
な
秀
と
く
ん
。
前
に
お
父
さ

ん
の
昭
男
さ
ん
に
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
せ
て

も
ら
っ
た
の
が
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た

み
た
い
。
「
ま
た
、
乗
り
た
い
な
あ
」
と

話
す
秀
之
く
ん
で
し
た
。

人
好
き
な
家
族
に
川
ま
れ
て
、
兀
気
に

た
く
ま
し
く
、
大
さ
く
を
あ
れ
．ぼくは自転車に夢中。

1０ 



』
１ 産
業
常
任
委
一

現
地
を
視
察
．
舅
会
が

し
ま
し

〃F円Ⅲ

産業常任委員会現地視察が８月30日、

午前９時30分より産業常任委員会（委員

農家の収穫機械作業見学、」Ａ中標津大

根集出荷及び選荷施設見学、馬鈴しよ．

長・阿部強氏）の委員・北根室普及センビート・コーンの作況視察が各栽培圃場

厄、ター・役場職員・農協職員などで行なわで行なわれました｡

れ、畑作転換作物に係る収穫と出荷体制また、先進的酪農施設（環境）の現地
。

について、農協職員の説明後、大根栽培視察も行なわれました。

￣､ 

おで作一 へへ改支川し税／、'、'、／、'、ノロ、／、

気|)１１業鹸）］征．第｜>Ｌ式俊１１１，１１Ｈリ委正計し下た対平

鱸…三''トー…繍岬wMiii鰈轍驚ｗｉにし効に十はピ俣父文文ｉ:'１支
税ま率乾一平ユ落部郡部文部

シ‐て移'1羨曇不

;録【jli撫罎iiIjLi鰍iilMi:鰯Ⅷ,、、Ｊｌ
ｉｉ繍蘓ｗ綱i澱竺岨竺塗酸ｕｉ瞥翔iliI
:何蝋万一藤 泉MMlIiTf、ｲⅡ川畑農膿委酪れ、標の会'１

鞠i蕊E禰蝉蝋…■
根た卜川税で標
竈。‐外吋｜＃]津
悴平農役催Ⅱ１Ｊ

、）}:羽ＩｌＭ；小部会ＩﾉＩ度家旦さ農
ｌＩｌＪ淳隆僧川合一税税のをオレ脇
ＩＩＩ－１ｒｌｌｌド征対ＩＩｉＩｌ」１１選ま課

農
協
税
対
委
員
を
改
選

中
標
津
町
農
協
課
税
対
策
委
巨
皇
室

1１１ 



'無くそう交通事故

識
う家族の愛

いや りん力、

､楡きれぬ轍ｉＷよ’

命が失われています。

交通事故は一瞬の内に、幸せな生活、

人生を不幸に落としいれるものです。

組合員の皆様の中からは、１人たりと

ＩＦ、

も加害者、被害者ともに出さぬよう、交

通事故防止に努められますよう、交通事

故被害者の方の手記を紹介致します。

〈共済課＞

９月６日現在で、北海道の交通事故死亡

者は316人で､全国ワースト１位となってお

ります。

また、中標津署管内では、６人の尊い生

お
伽
ち
ゃ
ん
二
人
の
次
に
や
っ
と
唯
ま

れ
た
男
の
子
。
み
ん
な
の
喜
び
は
、
そ
れ

は
そ
れ
は
、
大
変
だ
っ
た
よ
。
あ
だ
衿
は
、

ポ
ー
ポ
ー
。

決
し
て
人
よ
り
優
れ
て
い
る
所
は
な
い

け
れ
ど
、
ノ
ン
ビ
リ
膳
で
、
笑
顔
の
か
わ

い
い
男
の
子
。
お
父
さ
ん
と
お
帥
さ
ん
が
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ

た
ら
、
ボ
ク
が
面
倒
兇
る
か
ら
ネ
と
．
薑
向
っ

て
た
よ
ネ
。

で
も
、
八
年
生
の
あ
る
Ⅱ
、
突
然
ポ
ー

ポ
ー
は
、
み
ん
な
の
前
か
ら
い
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
た
。
ほ
ん
の
二
時
間
前
『
行
っ
て

き
ま
－
す
」
と
手
を
振
っ
て
行
っ
た
き
り
、

い
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
「
ど
こ
へ
行
っ

た
ん
だ
よ
－
」
『
夢
で
も
い
い
か
ら
、
帰

っ
て
来
て
く
れ
よ
－
」

ポ
ー
ポ
ー
が
い
な
く
な
っ
て
、
み
ん
な

が
厳
日
毎
Ⅱ
、
泣
い
て
過
ご
し
た
よ
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
「
か
わ
れ
る
も
の
な
ら
か

わ
っ
て
や
り
た
い
」
と
泣
い
て
い
た
よ
。

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
も
泣
い
た
よ
。
で
も
、

い
く
ら
泣
い
て
も
ポ
ー
ポ
ー
は
帰
っ
て
こ

な
い
不
・

ポ
ー
ポ
ー
が
い
な
く
な
っ
て
几
年
側
に

な
る
よ
。
今
で
も
ポ
ー
ポ
ー
の
話
を
さ
れ

る
と
、
悲
し
く
て
悲
し
く
て
ポ
ロ
ボ
ロ
涙

が
川
て
く
る
よ
。
何
年
た
っ
て
も
、
ポ
ー

ポ
ー
が
い
な
く
な
っ
た
悲
し
み
、
寂
し
さ

は
、
あ
の
時
と
同
じ
だ
よ
。
悲
し
い
よ
－
。

悲
し
い
よ
－
。
そ
れ
か
ら
そ
れ
か
ら
、
人

並
み
に
育
て
て
あ
げ
れ
な
く
て
、
ゴ
メ
ン

「
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
ポ
ー
ポ
ー
」

１１， 
Ｌ 

ネ
、
ポ
ー
ポ
ー
。
ゴ
メ
ン
ネ
。

脈
年
ポ
ー
ポ
ー
の
命
Ⅱ
に
は
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
が
来
て
く
れ
る
よ
。
み
ん
な
そ
れ

ぞ
れ
忙
し
い
の
に
、
ポ
ー
ポ
ー
の
た
め
に

蝋
ま
っ
て
く
れ
て
、
近
況
を
剛
か
し
て
く

れ
る
ん
だ
。
ポ
ー
ポ
ー
の
ク
ラ
ス
の
み
ん

な
に
会
え
て
雌
し
い
よ
。
今
年
は
何
人
来

て
く
れ
る
か
な
。
わ
が
家
で
は
、
ポ
ー
ポ

ー
の
命
Ⅱ
が
勝
ち
ど
お
し
い
Ⅲ
に
な
っ
た

よ
。
ポ
ー
ポ
ー
の
友
達
に
会
え
る
か
ら
…
。

「
父
抱
い
て
、
笑
顔
の
写
災
卒
業
す
」

ポ
ー
ポ
ー
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
、
お

父
さ
ん
は
酔
っ
ぱ
ら
う
と
、
出
の
１
が
い

な
い
か
ら
な
ア
ー
と
．
．
一
一
叩
い
ま
す
。
寂
し
い

顔
を
し
て
…
。

机
手
の
方
も
、
蛎
故
の
た
め
、
雛
嬬
を

し
て
家
の
’
叩
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
と
Ⅲ

い
て
い
る
よ
。
ほ
ん
の
一
瞬
の
出
来
聯
が
、

｜
づ
の
家
族
の
繕
せ
を
、
炊
き
飛
ば
し
て

し
ま
っ
た
よ
。

救
料
所
の
光
乍
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
た
よ
。

「
危
な
い
と
忠
っ
た
ら
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏

ん
で
下
さ
い
」
と
…
。

帆
は
、
紅
顔
で
も
、
夜
は
、
竹
と
な
れ

る
身
で
す
。

ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
ら
、
気
を
ゆ
る
め

ず
、
気
持
ち
と
時
間
に
、
ゆ
と
り
を
持
っ

て
、
迦
転
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
、
ど

う
ぞ
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
以
上
、
悲
し
い
家
族
が
輔
え
な
い

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

札
幌
市
Ｔ
・
Ｎ

1２ 



お母さん見て､私上手でしよ

可

liillliiillliliil 
.』中

標
津
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク

ラ
ブ
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
楽
し
い
行

事
が
い
っ
ぱ
い
だ
よ
。

キ
ミ
も
仲
間
に
な
ら
な
い
か
い
？

申
し
込
み
は
…
Ｊ
Ａ
経
営
企
画
ま
で

Ⅲ 

キ
ミ
も
Ｊ
ｒ
に

な
ら
な
い
か
い
つ
．

[！ 
熱

可

1３ 



地
元
青
年
達
に
よ
る
手

兵勝機潜肉外幌までし'鵬
Ｉｉｌｆさ関はを￣チしの天た研八

鮭鍵1璽鱗階
'|j鋼伽iifwji鮒

灘騨iL灘罹
沿弘い者危準会i\立な行時
耀芒総Wj厚腰'1：ｉｉｉ
さんた閏参、山、〈勝れ、
んは゜係力Ⅱ焼｜Ⅱ当れ外ま当

遠
田
勝
さ
ん
．

作
り
結
婚
式

佐
治
弘
美
さ
ん
結
婚
を
祝
う
会

うモ|）－杉孤言ｌｌｊ(の
｡ｌ１さvilニィニいうれ次
でん成ＩｉＩｌ匡手忠の女
、七ト災祝行い地－
１１ｊに一認さ成か、二
度酪年のんセら化１
酪腱－後宅ン平海九
農を）１，でタ成道殻
リミ災よ【'１酷１１‐でて
轡にＩ）機艇を年ノ'三小
に学ＩｌＭｉｌｔ爽辿、活さ
人ぴ陽lllJ響じ化がい
ったのがに、梅し頃
てい中気人侯道たか
いと水にり落膿いら
ま喬ト入、の業との

でイ今谷らあ流こ
すン後致こり会）］勝
・がもし人、へ（こさ
、こ、のそポ行ん
数のゴ酪れ］なと
多様ｌ農以りわの
〈をルに米ンれＩｌｌ１
１ｌ１１ＩＨイ対のグた会
る会ンすお￣腱い
鞭いとる付に業は
をかな附き参後、
ｊｖ１らＩ）熱谷川縦下
待のまといし荷成
しゴし１１のたと｝
た’た標’'１時のイド
いル゜が力、で交一ト

し
た
。

に輝く。
ゲートボール大会

農協別
管内農協交流ゲー第7回

で

ハ〈きか艀峡チ憐
チ艇大終競まら｜ﾉﾘこもユＬ１１ゲイザ

三樅優１三準俊Ｉｊｌｊ会丁持しＪｉ膿のｌｉｒｉｌｌＩム’１ﾉﾘ
優ム優別緒し’|’たチ協人樫はが卜農
位勝勝別位勝勝采まは。’が全し、参ポ脇

、／し、ム後は絶ｉｌＵｌｌｌｌｌ父
た参が援、好かしル流

'１m'人ｍＩｌＪＪＪ・加参し'両'のら鰈Ｔ海ＡＡＡ

ｆｌｌ稀ｆｌｌｊゼ,M卜中計ＩＩｉＢリ

イ'１成央根標海貝、年委’］が月IIi:ボーーヘ別津

手lii麟墜砿４ＪＪＪ 

ｉ雛鱗
ＡＡＡ 

別１７１・別
海根海
一利一

；戦illI
唱一ゲ

ガ

1４ 



!'灘ilMMi1霞
;霧

熱
戦
が
続
い
た
「
東
西
対
抗
綱

薑Ｊ#

i1liliiiiijliIi1'1;： 蘂iiii1lli篝

墜
鍵

雛 卵W灘iｉｉ種

繩

iiillii 

＃
１
 

錘転
｢ 

E鍵1－

識
総勢600人の町民が参加

した｢來西対抗綱引き大
会，

￣ 

第
佃
回
な

九子利て人トつをＫ・が務館Ｉ）
、供しｉｉ会ルリま純Ｏ音、の前前砦蛎
ま仮、をＬののた｝）ｌ頭司たⅡ広が［JLl
7装'rわが‐〆、歩一跡安鉤の場八十
ムニ鷺'し鵜Ｊ艫ゼソ綜尺lii1il同
}般時熱（しでＩＩＬの提願、平催四一
を仮三lliRlfTべあにたパ灯祭に原さⅡな

ｻﾞ鮴鮎x鰈。'｢ゼト鰍譽'i;if
上１２鑓lHWii墜蝋Ｌ隣鮭1M!；
:がは束が抗爾時中Ｙ〉'ル゜合繊
し行親Ｗｒ参綱｜几’よ災Ｏゴまは文光
たなｆが加９１メリ通Ｓ大し、化ま
・わ.勝しきｌまＩ）Ａ会た鵬会っ

戸弓

引
き
大
会
」

か
し
く
つ
観
光
ま
つ
り

中央通りを練り歩いた提灯みこし

太田きんﾁｰﾑが優勝に輝く。
中標津町農協組合長杯ゲートボール大会

須列

し藤絲透り１．i二力１１［］たこ
た幸果地手来言午し的。+』12
･吉、区宣賓後前ま（ここⅡ成
さ人混湾挨、ノしし雄の［」}
んⅡ］谷で拶藤時た年大、－
チ俊十競をノド週。|}ﾄＩ会|Ⅱ「年
１日チ技い弘ぎ｜Ｍ１はシ度
ムさ｜をたＪ１ミよさ、ル、
、んム｜》’だ氏Ｉ）れ熟（膿
一ニチ、始きの開、ｆｉ２１協
位｜￣し、入会：'１会ス組
にムコま］iii会式日興ポ谷
はがＩし年憂を（よの｜腱
１ﾉﾘ優トた度挨行、炎ツ杯
山勝に.優拶な卜流セゲ
熱に分勝、いチとン｜
さ繩かチ統、｜親タト
んきれＩし、広ム｜塵Ｉポ
チ、卜ムて瀬.、でｒ
ｌ雄武机商定１７.地ＩｊＭル
ム優合沢橋犬十域催大
と勝の戯組氏ｌ)Ｌ１ｉＶｉさ公
なに熱雄合の人性れが
りはリリ（氏長１}Ⅱが化ま八
ま遮ののよ会参をし）］

』

Ｉ
Ｆ
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僻鴎に輝いた太田さんチーム
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個
性
的
な
作
品
が
ズ
ラ
ー
リ
。

Ｊ
Ａ
ほ
ん
く
つ
女
性
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
・
と
う
き
び
人
形
教
室

｢第４回農民写真展』
Ｆざん

作品募集

、今年も熱く"大地に携さわる
私達からのメッセージ。

私達、ｌ｣々の蝶らしのＩＩＪで家族農業・地域の

大切さや蝋かさ、自然の恵みなど身の周りの出

米Z1Fを与典を血し表現して兇ませんか。

日111にご参加ください。

上手に出来たでしよ？私に似てない５

上師は動でつズ女催的部
人にじを今爽か作性今さと一八
は柵め行lljl現けり部回れし小月
'吃き、なのしとの検のまた笠二
燥行小つ教まな誠、教し司原－１－
しな笠て室し’）ＩＩＩｉＴさ室たと良_
たい原いはた、とんは。う美日
とま部る水。おしが、き部、
うし１２川別進て、今び長Ｊ
きた、岸１１Ｊし招ス年人一Ａ
ぴ゜塚三で（こか卜三形とほ
の参川津サとれり月教のん
皮加さ子Ｉのたンに室交べ
と着ん先クご事グ、'１Ｌ流つ
髭三を生ル好がチＪがを次
を卜荊を活意きｌＡ｜)Ｉ目性

ＩＤへ
平成11年１０月25日

４ツ切り(題･名前･記入）

中標津町農協組織広報係まで

平成11年１１月５日-11月１０日

中標津町総合文化会館廊下ギャラリー

写真趣味の会｢大地｣実行委員会

詳し〈は小出まで('3-7165）

作品締切日

サイズ

申し込み先

写真展

会場

主催

「
農
民
芸
術
概
論
」

お
れ
た
ち
は
み
な
腱
腿
で
あ
る

ず
い
ぶ
ん
忙
し
く
仕
蛎
も
つ
ら
い

も
っ
と
明
る
く
化
き
帳
き
と
生
活
を
す
る

逆
を
兄
つ
け
た
い

芸
術
を
も
て
あ
の
灰
色
の
労
働
を
燃
せ

こ
こ
に
は
わ
れ
ら
爪
断
の
潔
ｆ
楽
し
い
創
造
が
あ
る

お
お
肌
た
ち
よ
い
っ
し
ょ
に
圧
し
い

〃
を
併
せ
わ
れ
ら
の
す
べ
て
の
田
圃
と

わ
れ
ら
の
す
べ
て
の
生
活
を

一
つ
の
巨
な
き
第
四
次
元
の
芸
術
に

削
り
あ
げ
よ
う
で
な
い
か

富
沢
賢
治
時
堆
よ
り

使
い
、
丁
寧
に
人
形
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
て
、
附

子
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
し
て
個
性
的
な
作
品

に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
女
性
部

間
の
交
流
を
通
し
て
、
情
報
交
換
や
技
術

交
流
を
行
な
い
、
活
気
あ
る
女
性
部
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

房

突然、ドライフラワーの即売会に
｢私もほしい－１と人気殺到でした

］ Ｉ 共計でん粉フ月末販売状況 てん粉市況 ＩｌＬｉ｢(：''１／災(25k厘）

馬鈴しよでん粉
（産地念渡し）

2.375（2.250)-3.125（3.125） 

平IjYqlOflZ瀧共7;|でん粉の販売状況は、７)j木仮配系IｉＩ

１袋当り1,252P｝（iiii年|『i１期1,55011]）と1ilijFより少ない

配分が続いています。

販売状況については、共計数1,1:の59.79(』（iiljf121iil期６６

％）と厳しい状況にあります。

馬鈴しょでん粉
（火）](命波し）

2,575（2,450)～3,450（3,450） 

輸入化工でん粉
（来京倉渡し）

Ｌ625～1,875 

1,740（1,900)～ コーンスターチ

（）ほIiijｲl:lliljU

1６ 

Ｉｌｉ鈴しょでん粉
(瀧地倉波し）

2,375（2,250)-3,125（3,125） 

馬鈴しょでん粉

(!'〔》i(念渡し）
2,575（2,J150)～3,450（3,450） 

輸入化I:でん粉
(来京倉渡し）

1,625～1,875 

コーンスターチ 1,740（1,900)～ 



第
六
回
理
事
会
の
経
過

開
催
Ⅱ
時
平
成
十
一
年
八
Ⅱ
十
一
日

開
催
場
所
中
標
津
町
農
協
巾
会
議
室

〈
決
議
事
項
〉

§
で
ん
粉
工
場
間
走
査
臆
の
処
分
と
売
買

契
約
に
つ
い
て

二
、
金
融
課
、
記
帳
台
他
固
定
安
産
の
処
分

に
つ
い
て

三
、
畜
産
販
売
課
噸
繍
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い

て

四
、
乳
製
品
工
場
新
製
品
の
販
売
に
つ
い
て

五
、
各
種
交
金
の
借
入
申
込
に
つ
い
て

六
、
平
成
十
一
年
度
器
麓
環
境
保
全
施
設
維

備
事
業
（
１
／
２
補
助
付
き
リ
ー
ス
）
に

つ
い
て

七
、
凶
溌
組
飼
料
墹
産
緊
急
対
策
補
助
事
業

の
巾
荊
に
つ
い
て

八
、
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
工
場
再
編
整
備
頓
業

〈
協
議
事
項
〉

、
平
成
卜

の
党
諜
の
締
結
に
つ
い
て

８月の組合曰誌

年
上
月
ポ
ク
ミ
カ
ン
実
絃
と

２日肉牛センター集団保育施

設入札

３日東電学園受入式

４日第３期馬鈴しよ防疫検査ょ防疫

５日馬鈴しよ耕作者全体会議しよ

７日大根部会打合せ会議

９日第３回営農委員会

10日中標津ＥＴＡ役員会

11日第６回理事会 営
農
中
間
協
議
経
過
に
つ
い
て

二
、
草
地
自
給
飼
料
関
係
指
定
助
成
菰
業
に

つ
い
て

二
、
役
風
視
察
研
修
の
ｕ
程
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
信
辿
の
後
配
出
登
に
つ
い
て

二
、
Ｊ
Ａ
夏
ま
つ
り
的
の
実
施
結
果
に
つ
い

て

二
、
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

四
、
平
成
十
年
度
化
乳
共
計
残
余
金
の
返
戻

に
つ
い
て

五
、
肉
牛
生
産
セ
ン
タ
ー
集
団
哺
育
施
設
の

入
札
に
つ
い
て

六
、
今
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
川
汕
叩
牛
に

つ
い
て

七
、
開
業
人
エ
授
精
所
と
の
協
議
経
過
に
つ

い
て

第３回畑作役員会

~ 12日第２回青年部消費拡大委

《
云

巨
員

18日Ｊｒホルスタインクラブ管

内担当者会議

19日第６回青年部役員会

21日酷対環境整備委員会

酪対乳質向上委員会

酪対消費拡大委員会

ＪＡ本別女性部との交流

（
五

23日施肥改善検討会 ■ 

第５回青年部調査。広報

市･釦．Ｓ･ぜ委員会

馬鈴しょ振興会五役会

家畜改良課に専用ＦＡＸを

設置しましたので、ご活用く

ださい。

ＦＡＸ番号

01537(9)２２２３番

24日第４回伯爵まつり実行委 ■弓

員会

25日馬鈴しよ振興会役員会.

27日全道共進会出品者会議

31日第４回生産委員会

可
ゴ

九
月

一
儲
気
圧
と
低
気
圧
が
交
互
に
通
り
、
天

気
は
短
い
周
期
で
変
わ
り
ま
す
が
、
平
年

に
比
べ
気
温
の
高
い
、
が
多
い
見
込
み
で

す
。

九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
概
要

三
カ
Ｎ
平
均
気
温
は
、
平
年
並
か
揃
い

可
能
性
が
大
き
く
、
そ
の
確
率
は
共
に
四

○
計
で
す
。

可
能
性
の
大
き
な
天
候
見
通
し

み水の同平十
気で梅谷様洋天
iii{す側の１１iザ側気月
の。で通れやは

変Ｉま過るオ周
釛し後ロホ期
がぐはが’１１，
犬れ－多シに
きる叶いク変
い時寒で海わ
で期気し’１１１１）
しががよでま
よあ入うはす
うるつ。平が
。見て気年、
込ロ圧と人

十
一
月

天
気
は
周
期
的
に
変
わ
り
ま
す
が
、
気

圧
の
稀
の
述
過
後
は
一
時
冬
型
の
気
圧
配

慌
と
な
り
、
Ⅱ
本
海
側
の
地
刀
で
は
平
年

と
同
様
曇
り
や
雨
、
ま
た
は
雪
の
Ⅱ
が
多

い
見
込
み
で
す
。

気
協
の
変
肋
が
大
き
い
で
し
ょ
う
。

ｓ
力
目
予
報

1７， 
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ご
忠
。

角

憾峻古鬘一枚の孚真

－－ 

二
○
・
円
⑪
］

昭和40年頃のビートの収穫風景

自分の畑にて

写真提供房川喜延氏

｢＝ 

ｏ
翻
輔
、
丑
調
熟
周
賑
騨
顛
回
溌
叩
、
鎖
鵜
、
熊
畷
盆
露
蕊
箇
難
局
飴
索
、
早
旨
扇

●
Ⅷ
患
Ａ
ｒ
・
呂
聖
、
丑
叩
刑
噸
Ａ
Ｙ

,'１ 

1８ 


